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序 文

関和久及び借宿の広範な地域で、 大正末年から多賀城系と下野薬師寺系の古瓦が出

土することが学界に知られていました。 また関和久遺跡は出土する多賀城系の瓦から

神亀5年設置の白河軍団跡と推定されてきました。

その後、 約半世紀の間に借宿については寺院跡であることが判明し、 その一部では

ありますが県史跡に指定されました。 県教育委員会では関和久遺跡の重要性に鑑み、

研究者の方々の助言を得、 遺跡の性格を解明するとともに、 国史跡指定の資料を得る

ため昭和47年より調査を継続してまいりました。

この調査により、 現在までの調査地点は古代白河郡の郡家跡であり、 遺跡の範囲、

遺跡内の各地点の性格もほぽ明らかになってまいりました。 本年度は第10次調査を終

了し、 所期の目的を達成することができました。 ここに本年度の調査成果につきまし

てその概略を報告いたしますので、 広く県民の方々に認識を深めていただくとともに、

研究資料としてご活用いただければ幸いに存じます。

最後に、 この調査にご指導いただきました県文化財保護審議会委員伊東信雄博士は

じめ各指導委員、 宮城県多賀城跡調査研究所の方々、 地元泉崎村、 泉崎村教育委員会、

その他の協力者各位に深く謝意を表するものであります。

昭和57年3月

福島県 教 育 委 員 会

教育長 辺 見 栄之助
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調 査 要 項

1. 名 称 関和久遺跡

2. 調査地点 西白河郡泉崎村大字北平山字古寺、 字山寺地内

3. 調査主体 福島県教育委員会

4. 指 導委員 伊東信雄、 坪井清足、 佐藤宏 一、 岡田茂弘、 梅宮 茂

5. 調査担当 木本元治

6. 調 査員 渡辺一雄、 辻 秀人、 石井宏幸、 広岡 敏、 氏家浩子、 宍戸美智子、 藤原妃敏、

柳田俊雄

7. 指導・協力 河原純之、 進藤秋輝、 平川 南、 白鳥良一、 高野芳宏、 古川雅清、 佐藤則之、

後藤秀一、 佐藤和彦、 仲田茂司

8. 調査協 力 泉崎村、 泉崎村教育委員会、 泉崎村公民館、 宮城県多賀城跡調査研究所、

関平婦人会、 佐川ーニ、 松山富夫他地元有志

9. 調査期日 昭和56年10月20日～1 2月4 B 

10. 地区割り BMNo. l - 2（真北）を5 0ライン、 BMNo. lを通り直交する線をKAラインと

し、 3mごとに西に5 1 • 5 2……、 北にKA · KB ……とした。

地点表示のNOOm、 WOOmもBMNo. lを基点とした。



一凡 例ー

1 . この調査は国庫補助事業である。

2 . 編集は木本が担当した。

3 . 第1 · 3 • 4 章は木本が執籠した。

4. 第2章は木本・渡辺が執筆した。

5 . 平瓦・ ロクロ調整杯の分類 については第1 • 2 表を用いた。

第 1 類 第 2 類 第 3 類 第 5 類 第6類 第 7 類

凸面 ロクロ目 縦ヘラ削り 不定方向ナデ 縄目タタキ ヘラ削り 格子目タタキ縦ヘラ削り

凹面 布目、 模骨痕 ロクロ目 布目、 模骨痕 布目、 模骨痕 ヘラ削り 布目、 模骨痕

第1表 平瓦分類表

再調整 切り離し 類 別 再調整 切り離し 類 別

回転ヘラ削り
不 明 1 類 回転ヘラ削り 回転ヘラ切り 3 a類（体下部＋底部） （一部）

囮転ヘラ削り 1 a類
回入フ 云し／ 回転糸切り 3 b類｀ 回転糸切り 1 b類
ヘ 削り

静止糸切り 3 C 類切り離し痕

静止糸切り 1 C 類 手持ちヘラ削り
回転ヘラ削り （一部） 回転ヘラ切り 4 a類

手持ちヘラ削り
不 明 2 類 さ/ 回転糸切り 4 b類（体下部＋底部）

囮転ヘラ切り 2 a類
ヘラ り

静止糸切り 4 C 類切り離し痕

再調整なし

是
回転糸切り 2 b類 回転ヘラ切り 5 a類

手持ちヘラ削り 静止糸切り 2 C 類 ＼上／ 回転糸切り 5 b類
、 ・

第2表 ロクロ整形杯形土器分類表 切り離し痕 静止糸切り 5 C 類



第1章 調査報告

第1節 前年までの調査

昭和 47年度 10月30日 ～11月15日（ 関和久遺跡 I 1973年 3 月 福島県教育委員会）

航空測量図作成と予備調査、 東群建物中、 南・中・北の 3棟の有礎建物跡の存在を確認。

昭和 48年度 10月11日 ～ 11 月10日（ 関和久遺跡II 1974年 3 月 福島県教育委員会）

東群の有礎建物跡S B01 • 02 • 03と、 西群の有礎建物跡S B05 • 06と掘立のS B04 • 07を検出

した。

昭和 49年度 5 月27日 ～ 6 月 5 日（ 関和久遺跡一県道拡幅工事に伴う調査 ー1974年 12月 泉崎

村教育委員会）

県道白河 ー母畑線拡幅に伴う緊急調査。

台地中央部 267面を帯状に発掘、竪穴住居跡、溝跡、掘立柱柱穴、 ピットを検出。 遺物は土師器、

須恵器、 須恵系土器、 円面硯、 古銭、 植物種子を検出。

昭和 49年度 10月21日 ～ 1 1月22日（ 関和久遺跡III 1957年 3 月 福島県教育委員会）

遺跡の 南西部を調査、 有礎建物跡 3棟、 3溝跡 2条、 井戸跡 1基、 竪穴住居跡 1棟を検出。 調

査地区西方、 南方で検出された大溝跡は郡家の西至を区画する可能性が考えられ、一辺は 2.5- 3 

町と推定された。

昭和 50年度 10月20日 ～ 1 1月22日（ 関和久遺跡 N 1976年 3 月 福島県教育委員会）

遺跡の東 南部を調査、 有礎建物跡 4 棟、 掘立柱建物跡9棟、 竪穴住居跡1棟、 大溝跡2条、 小

溝跡 2条を検出された。 東 南隅では大溝のコ ー ナーが検出され、 東西は 2.5町であることが判明

した。

昭和 51年度 10月20日 ～ 1 1月20日（ 関和久遺跡 V 1977年 3 月 福島県教育委員会）

遺跡の東辺部を調査、 掘立柱建物跡 4 棟、 大溝跡 3条を検出。 大溝は郡家跡東辺を区画するも

のと考えられ、 3時期の変遷が認められた。

昭和 52年度 1 1月 1 日 ～ 12月 3 日（ 関和久遺跡 VI 1978年 3 月 福島県教育委員会）

台地中央部、 東縁部を調査、 掘立柱建物 9棟、 1 本柱列 1 碁、 大溝 2条、 小溝 1条、 竪穴住居

跡2棟、 ピット等が検出された。 大溝のうち東縁部のものは郡家の東縁を区画するものと考えら

れた。 遺跡の規模は 南北が 3町を越えることが判明した。

昭和 53年度 10月25日 ～ 1 1月25日（ 関和久遺跡 VII 1979年 3 月 福島県教育委員会）

台地北半分を調査、 県道の北側より 1 本住列 1 基、 門跡（棟、 掘立建物跡 5 棟、 ピット 3基を
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検出。 1本柱列は「院」を区画する柵で、53年 度の部分はその東 南コ ー ナーと推定。 遺跡の 南辺

より約 4町付近が北限と判明。

昭和54年度 10月29日 ～ 12月 5 日（関和久遺跡VIII 1980年3 月 福島県教育委員会）

遺跡北半部の台地の西端部（遺跡全体では東西の中央部）を調査。 2間X 5間の東西棟で 4回

の建替えのある建物を中心に、 それ以前の時期の建物の掘り込み地業、 これらを取り囲む一 本柱

列、溝、 南門と考えられる四脚門などを検出。 一つの 「院」の中心地区と推定された。

昭和55年 度 10月29 日 ～ 12月 5 日（関和久遺跡IX 198 1年 3 月 幅島県教育委員会）

第8 次調査区の道路を狭んだ東側、台地の中央部を調査し、「 院」の東辺を区画する 一本柱列が

取り着く八脚門、 1本柱列に伴なう溝跡、 一本柱列外の建物跡を検出。 南門が四脚門であるのに

対し、 東門が八脚門であり束正面の 「 院」である可能性が考えられるようになる。 八脚門の外の

建物群は門以前の時期のものであることが判明する。

第 2 節 調査経過

昭和56年 度の第10次調査は 南北 4町以上と考えられる郡家の北辺施設の確認、SA72 · 106の

関連と、 これら柵列に囲まれた「院」の内部の建物の配置及び 「 院」の性格確認を目的として行

われた。

第3·4トレンチ・北辺施設

R区ーMM -MT·N A-N C-95 • 96区の33X 6 mの第3トレンチを設定し調査を行ったと

ころ、 MN -N0-95·96区表土下約60cmより東が若干 南に傾きながら東西方向に走る幅約 3 m 

の大溝を検出する。 南辺の大溝より約463mの地点である。 深さは中心部で検出面より約50cmと

浅く、 上部はかなり削平を受けているものと考えられる。

この東の延長を確認するためR区ーML -MR-64区の2 1X 3 mの第4トレンチを設定し調査

したところ、 第3トレンチの大溝の位置の真東より若干南にずれたMM -MN-64区よりの表土

下約90cmより幅約 3 mの大溝跡を検出した。 この部呑でも検出面より約30cmと浅く確認面の上は

水田・畑の耕作であり、 北辺部は耕作のため削平され、 地形が変化していると考えねばならない。

第1トレンチ・「院」東辺施設

R区一K J- 70 、 KK~ku-68~70区及びK J -68 · 69 · 71、 KK -KN- 71区の 一部にか

ねる第 1トレンチを設定して調査したところ表土下約30cmの赤褐色及び黒褐色の検出面より 南北

に走る掘り方を有する 一本柱列とそれに沿った溝跡を検出した。
一本柱列SA132はK J -KN-96区にあり、 昨年 調査のSA106の延長上にあり、この北の延

長上には第7 次調査のSA72があり、 これらとともに柵列を形成し、 院の区画施設となるもので

- 2 -
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あることが確認された。 S A13 2は3 回の切り合いが確認されており、 一部では4回になる可能性

も考えられる。

柵列に沿った溝跡は東側はS D133 で上輻約2 m、 深さ 56cmで2回の切り合いがある。 西側s

D134と S D13 5 であり、 S D134はS D133 と同じような規模であるがS D145は上幅約1 mと狭く

途中で切れている。

第2トレンチ ・ 建物跡

第2トレンチはS A13 2がその北で西に折れるか、 S A72と連なりその中間に西に枝分かれし、

院の北を区割しているか を確認するためR区のKI -L B-75 • 76区に 設定したトレンチである。

KI -KK-75 · 76区により建物跡の一部が検出されたためKI -KK-74 · 77 • 78区、 79の一

部、 KH-77 · 78区を拡張した。 さらに 北で建物跡が検出されたためks ~ L C-76 区を拡張し

た。

SB 126は KI ~ kk-75~79区より検出された東西 5間・南北2間の掘立柱建物である。 当初

3 期の切り合いのある 建物跡と考えていたが、 最約的精森で4期の切り合いがあることが確認さ

れた。

この地区からはSB126より古いSB128、 S Xl29 • 13 0、 S I 60などが検出されている。

第2 トレンチ北端のKT-75より建物跡らしい柱穴群が検出されたので、 KS ~ LC-76区を

拡張したところ、 4期の切り合いのあるSB13 8と 2期の切り合いのあるSB13 9 が検出された。

これらの位置は若干異なるが両方で6期の切り合いと考えられるものである。

第3節 調 査 日 誌

10月20日（火） 晴

器材搬入 、 整理、 設営。 基準点設定。 No.86 (N42.619m)、 No.87 (N69.688m)、 No.88 (N 69. 688 

m • W50.023 m)、 No.89 (N 69. 688 m • W65.463 m)、 No.90 (N 119. 709m • W65.463 m)、 No.91 (N 

151.806m · W65.463 m)、 No.92 (Nl51.806m · W86.13 7m) 

10月21日（水） 曇

R区 KJ -KN-68 -71区に第1トレンチ設定。 表土泉Il離はほぼ完了、 NL-KN-69区に一

本柱列らしい柱穴群、 KK-KN-68区に溝跡らしきものを検出。

10月22日（木） 曇のち晴

第1トレンチ精査、 KJ -KN-69の一本柱列、 KJ -KN-68区、 KJ -KN-70区に溝跡

を確認。 I K~kk-74~78区に第2トレンチを設定、 表土泉ll離開始。

10月23 日（金） 晴

-3 -



第2トレンチK I ~kk-74~78区表土剥離、 K I ~kk-75~78区で 掘建柱建物跡を検出。

3回前後の切合いがあり、 南北2間、 東西4間以上となる。

10月26日（月） 晴

kH-77. 78、 K J · KK-79区表土剥離、 建物(S B126)の 西妻を検出。 S B126は東西5

間、 南北2間で東より 2間と 3間の間 に間仕切りが入ることが判明。

10月27日（火）・28日（水） 晴

第1トレンチ精査、 一本柱列(SA 133) の東 側溝(S D 134)、 西側溝(S D135 · 136)上面掘

り込み。 S B  126精査、 S X 129 • 130を検出。

10月29日（木） 雨、 野外作業中止

10月30日（金） 晴

第2トレンチ拡張。 基準杭設定。 No.93(N197. 461m • W86.137m)、 No.94(N221. 746 m • W 

86.137m)、No.95(N221. 746m ·W106. 522m)、No.96.(N245. 496m • 106. 522 m)、No.97(N 275. 392 

m • W106.522m)、 No.98(N312.032m • W106.522m)、 No.99(N275. 392m • W123. 372m) 

1 1月 4 日（水） • 5 H （木） 曇

MM-N C-95 • 96区 に第3トレンチ設定、 掘り込み開始。 S B126付近略測図作成。

1 1月 6 日（金） 雨、 野外作業中止。

1 1月 9 日（月）・1OH（火） 晴

MO · MP-95 • 96より北辺の大溝(S D140) 検出、 S B126精査、 掘り込み開始。

1 1月11日（水）～13日（金） 晴

碁準杭設定。 No.100(N312.032m•W106.522m)。 No.101(N 312. 032 • W70. 672 m)、 No.102(N 

282. 086m ·W70. 672m)、No.103(N282.086m ·W45. 719m)、 No.104(N299.24m · W45.719m) 

MM~MR-64 に第4トレンチ設定、 掘り込み、 第2トレンチ精査。

1 1月16日（月）～20日（金） 晴

第4トレンチMM · MN64区より北辺大溝検出。 第2トレンチ精査・掘り込み。 第1トレンチ

精査。 19 • 20日の両日指導委員より現場で指導を受ける。

11月24日（火）～11月27H（金）

第2トレンチを北に 拡張、 S B  138 • 139検出。 遣り方設定、 実測開始。

1 1月28日（土） 曇ー晴雪

現地説明会、 県教育次長・村長あいさつ、 伊東委員・木本が説明。

1 1月30日（月）～12月 4 日（金）

11月30日 ・12月 1 日 、 坪井委員・文化庁河原主任調査官の指導を受ける。 1 1月30 • 12月 1 日 で

実測完了。 その後 柱穴の断ち割り、 実測。

-4-



Nl80 m 

|W80m IO 

lw7om 

第2トレンチ

1wsom IW70m 

第2図 第1 • 2トレンチ遺構配罹図

-5-

Nl50m 

第1トレンチ

IW60m 

I W60m 

IW60m 

Nl60m 

Nl5Qm 



第2章 発見遺構

第1節 建物跡

SB 126 （ 第3 図 第1 • 2 • 3 図版）

kH~kk-74~78区より検 出された束西 5間 ・南北2間の掘立柱 建物跡である。 この 建物は
SB 128 S B128 · SI 60·S Xl29・1 30を切っている。 その順序からSI 60< >→S B126 とS Xl29 • 130 

なる。SB127はSB126の東妻の約 1.5mの ところに接するよう に建てられているが、 SB128を

切っているのみで、 SB 126 との 前後関係は不明である。

この 建物はA ~Dの 4回の 切合いがありB~D期では 1 -l .5m Xl .5-2 m程度の長方形 に近

い掘り方を持っているが、 A期では 1 m X 1 m 前後の小さい掘り方 となり、 古い掘り方の内 に納

まるような形 となっている。A期は各柱痕 に焼 土が多く含まれ、 掘り方埋土にも 焼土 ・炭化物を

含むものがある。方位は束妻A期の柱痕の芯～芯でN-1 °-E、 南北側柱でN-98.5 °―W となっ

ており、 桁方 向がほほ真束西を向く 建物 と考えられる。柱間隔はA期で南 側柱列で東より2.52

m +2.3m +2.1 m +2.45m + (2.4m)、 北側柱列で東より2.5m +2.3m +2.1 6m +2.Zm + (2.6 

m)、東妻で南より2.75m +2.86m となっており、 桁行8尺十8尺十7尺十8尺十8尺、 梁行9尺

+ 9尺で作られた 建物で、 東より 2間 と 3間の間 に5尺十8尺十5尺の間仕切り と床束の柱が入

るものである。 追物はC期の掘り方からロクロ土師杯 l類、 反りのある須恵器蓋の破片D期の掘

り方より 1 • 2 • 5 b類土師諾杯か 出土している。

SB 127 （ 第4 図 第3 図版）

KH-K L-73 • 74区より検 出された掘立柱 建物跡でSBl28に切られている。SBl26のすぐ

束 に接するような状態で検 出されているか方位が晃なり、 時期が巽なるもの と考えられる。

柱は南北に4間分検 出されており、 南北端の柱痕の芯～芯でN- 8 ° Wを示し、 柱間隔は南よ

り2.7 5 m + 2. 58 m + 2. 7 m + 2. 65 mで平均2.67m となり、 9尺等間 と考えられる。 また東側の 第1

トレンチでは南の角柱から 7 mの所では柱穴は検 出されていないので、 東西は 7 m以内であり、

9尺間 とすれば2間の 建物 と考えられる。したがって南北棟の 2間X 4間の 建物跡 となる。
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S B 1 28 （ 第 6 図 第1 • 3図版）

K K · K L- 73-76区より検 出

された 掘 立柱 建物跡で、 SB 1 26· 

127に 切られ、SI 60を切ている 。

この 建物は 東西 3間 ・ 南北 2間の

東西 棟で、 掘り方は 45cm-80 cm X 

80 cm-1.1 mの長方形の掘り方を有

している 。 柱痕は北側柱列、 東妻

中柱 に見られ、 方 向は北側柱列で Nl55 

真東西をさす 。

柱間隔は北側柱列の束より 2間

が 2.4m + 2 .35 m 、 東妻の北 1 間が

2 .45 mを測る 。 全体は、 8 尺等間

で作られていた と考えられる 。

SB 1 3 1 （ 第 5 図）

K O · K P -73-75区より検 出

され小 規模な 掘立柱 建物跡で 、 束
Nl50 I I J I Nl50 

西 1 間、 南北 2 間のものである 。

方位は 桁方 向でN- 6.5 °- Eを示

し、 柱間隔は北妻の柱痕芯～芯で

2 m、 南妻で 1 . 9 m、 束側柱は北よ

り 1 .4m + l .55 m 、 西 側柱は 1 .45 m

+ l .6m となっている 。 梁行が 1間

6.5尺、 桁行が 1 間 5尺で作られた

もの と考えられる 。

Nl45 

゜
|wl

 
第 4 図 SB127 ゜ 2 m 
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S 8 1 38 （第 7 図）

K T ~L C- 74~76 区より検出した掘立

柱建物跡で、 南と北の側 柱列の中央部の み

検出された。 A~ Dの 4 期の 切合があり 、

南側 柱列では 2間 分 、 北側 柱列では 1間 分

が検出されて いる。 A期の 南側 柱の 柱痕か

らすると 桁方 向はN -86 °- Wであ り 、 桁方

向が西で4 ゜北に ふれ る東西 棟の 建物で 、 南

側 柱列 柱痕の 芯 ～芯で西 1間は2 . 25m 、 南

北の 柱痕間 隔は 5 . 1 5mあり。 東西が 7. 5尺 1

間で 2以上、 南北が 8. 5尺 l間 で 2間の建

物とな ると考えられる。

A
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第 6 図 SB128

5
 
7

 
W

ー

�

i:ql i:q l 

゜

I W75 

I W75 

第 5 図 SB131

土

呵
W

l

75 

r ― 叫

. 2lm 

- 9 --





土 A' 

c l 

cl 

坦

B
 

亨 l w75 

SB
1
39A 

SB139 B 

B

 

第 8 図 SB139 ゜ 2 m 

東西棟の建物で、 南側柱列が 2間 分、 北側柱が 1 個検さ れて お り、 桁行方向は 南側柱列でN-

9 0°- Wを 示 し 桁方向が ほほ真東西を示すと 考 え られる 。 柱間 隔は柱 痕のある部 分で 南側柱列で

2 . 1 5m 、 南北の間 隔が4 . 8mあ り 桁行が 1間 7 尺 、 梁行 1間 8 尺の 2 間の建物跡と 考 え ら れる。
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第 2 節 一本柱列 ・ 溝跡

第 1 ト レンチ （第9 図 第 8 図版）

こ こからは 3回の建て替えを伴う 一本柱列跡と、それに伴う 2 本の溝を中 心遺 構と し、 周 辺か

らはい く つかの ピットが検出された。

S A  1 32 

今回検出された 一本柱列跡は、SA106、SA72と 結び つくものである。 遺 構は基 本 層位の第

3 層である黒色土層上面で確認される。 調査 範囲で 5 間を確認 し、柱の中 心 間 寸 法は 、 南

側より1 . 80+ 1 . 82 + 1 .  6 0+ 1 .  90 + 1 . 8 mである。 南から 3 間 目と•4 間 目の柱 間寸法には、 最短が

みられる。 地 端の柱穴はトレン チの 壁と なるので、掘り 方は 半ば しか確認で き ない。
一本柱列跡の 方位は ほほ南北ではあるが、真北より 3゜東 へふれている。

一つ 一つの柱穴は全て 切り 合いを有 して おり、 少くとも 3回の建て替えがあ った ことが わか っ

ている。 南から 4 番 目と 5 番 目の柱穴の 南東 コ ー ナ ーにも掘り 方と 思 われるものの 肩が わずかに

残って おり、も し これも掘り 方であるとすれば、 一番古い時期のものに なる。 SA72では、 4回

の建て替えが確められて おり、SA132でも 4回の可能性はある か、 こ こで は 一応SAl32を 古い

方から C~A期に わ ける こととする。

S A  1 32 C 期

新 しい時期の掘り 方によ って 切られて おり、柱穴 痕は 一基も 残存 してい ないので、柱 間寸法は

正確には 不明である。 掘り 方の はぽ中 心と 思 われる点で柱 間をはかると、 各 々 2 . 2m 程度であり、

7 尺間隔と なる。 掘り 方の大 きさは、長 径で みた 場合小さいもので 1 m、大 きいもので 1 .5mあ り、

ほぼ方形を 呈する。 た だ北 端の掘り 方は 南北に 長 く 2m ほどあり、 布掘りの形 式をと っているの

かも 知れ ない。

S A  1 32 B 期

南から 2 番 Hの柱穴は 切り 合いの 関 係で、全く 残存 してい ないが、 他はそれ ぞれ 切り 合いの 関

係を示 して 残っている。 柱穴 痕が わかるのは 1 番の みであ って柱 間寸法を 正確にはかる ことはで

き ない か、 C 期 同様 7 尺と みる ことがで きる。 た だ北 端の 間尺は 3 . 20m ほどあり、 間尺が 合わ な

い。 掘り 方の大 きさは C 期より やや小さめで、 1 m内外である。
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la 明荼褐色土
lb II 黒色粒 を 含む

2 茶 褐 色 炭化物 を 含 む

3 暗茶褐色土 やや粘性あ り

4 黒 褐 色 土 II 

第 9 図 SA132SD133 · 134 · 135SK136 · 137 
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N l60 

Nl55 

5 明 茶褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 含 む

6 茶 掲色 土 硬質、 粘性あ り

7 明 茶褐色土 やや軟骰、 ロ ー ム 粒 を 含 む

8 黒 色 土 粘性な く し ま っ て い る

9 明茶褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 含 む



S A  1 32 A 期

一本柱列跡で 一番新し い 時期のものである 。 そのた め掘り 方の形は 良 く 残っており 、 柱穴痕も

は っ きり として いる。南から 2 番 目の柱穴は長径で 1 .2mあるが 、他は い ずれも 1 m以 下 と小形で

ある 。

柱穴痕は 大体同 じ 大 きさで 、 35cm程度である 。 柱間 寸法は 1 .80 + 1 . 82 + 1 .  60 + 1 .  90 + 1 . 8 mで

あって 多少の ずれはあるが 、 6尺間隔 とするこ とがで きる 。

S D 1 33 

南北に走る 一本柱列跡に伴 う 外側の溝である 。この溝は南 側の 八 脚 門 までの びるSD l Ol と 列な

り、 北側のSD 65 • 66 とも 直 接列なるものである 。 溝 幅は 上面 そ最大2.08m、 最小 1 .20mあり、

w ー ー゜
A
 

二 N283 

A
 

w ー ー゜

A
ム -

la ｀ 
la 茶 褐 色 土 軟質、 粘性あ り （水田耕作土）

lb 赤茶褐色土 II II 細砂を 含 む

鉄粉が沈殿 （水田床土） ．，

第 1 0 図 SD140 （第 3 ト レ ン チ ）

2 黒 褐 色 土 やや軟質、 粘性、 し ま り あ り

白色砂を含む

3 暗 褐 色 土 やや軟質、 枯性、 し ま り あ り

黒色プロ ッ ク を 含む

4 灰 褐 色 土 粘性、 し ま り あ り 、 砂質の粘土

5 橙 褐 色 土 やや硬質、 粘性は少な く 小礫 を

多 く 含む

゜ 2 m 
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かなりの 差がある 。 しかし、 仔細にみる と北壁に近い 部分のみが 幅広であっ て 、 平均し て 6 尺程

度の 一定幅である 。

確認面からの 深さは 56.3cmある 。 底面の 輻は 1 2 - 84cm とかなりばらばらであるが、 1 尺を標準

と し て掘っ たもの と 推定される 。 84cm と 広い所は 上面 と 同 じ北端 部であり 、 積極的証拠を示すこ

とはで きないが、 上面の 広幅部 と 関係があるもの と考えられる 。

この北端 部には 断面 図でも 観察されるよう に、 新 旧 2 時期あるこ とが 確められる 。 すな わ ち 、

古い 時期の溝の埋 土が東 側 壁に残っ ており 、 N l55 • N l60 ラ イ ンな どではい ずれもロ ー ム 層を掘

り 抜い ているの に、 溝の北端東 側 壁にはロ ー ム 層がなく 、 茶褐色土が 新しい 時期の 法面 となっ て

いる。

S D 1 34 

一本柱 列跡の内 側の溝で、 南 にある 八脚門のSD 10 3及び北のSD 68に列なるもの と 思 われる 。

上面での 幅は0 .98-l . 90 m とかなりばら つ きがあり、 深さは 確認面から 75cmである 。 ま た、 底面

幅は 80 cm前後が 甚準 となっ ているようである 。 た だ北側ではSD 1 33と 同様に、 上面 ・ 底面 とも に

幅広くなっ ており、 北西 部には 古い 時期の埋 土が 残 存し ている 。 ここでも やはりSD 1 33の溝 と

対応し て 新 旧 2期の溝を形 成し てい たこ とが わかる 。
w 4 。

A' 

N280 

W
I
40 

第 1 1 図 SD140 （ 第 4 ト レ ンチ ）

』

1 暗 褐 色 土 やや軟質、 粘性あ り
（水田耕作土）

2 茶 褐 色 土 やや軟質、 粘性あ り
細砂、 小線を 含む

3 暗 茶 褐 色 土 硬質 、 粘性 あ り
砂、 小礫 を含む

4a チ ョ コ レ ー ト 色土 やや軟質、 粘性 あ り
砂、 小礫 を 含 む

4b II 軟質粘性強 し
砂、 小礫 多 し

゜ 2 m 



S D 1 35 

S D 144の 南の溝である。 � D 134とこのS D 13 5の 接点部には掘り 残 しがあ って 陸橋状にな って

いる。 このような溝の掘り 残 し部はS D6 5でも 見ら れた ことであ った。

内側のこの 二つの溝は 、 上面幅で 3 尺あり 、 外 側溝の 6 尺の ％の 輻である。 底面は 逆に外 側溝

が 1 尺で内側溝は 2 . 5尺と 広い。 その 結 果 断面は外 側溝は V 字形で内側溝は U 字形に 近い形とな

る。

S K  136 

S D l34の西 側に 接 して 、 l .6 8 - l. 84mの直径を有する 円形の ピ ットである。 内部から 遺物は

検出されなか った。

S K  1 37 

S D 134に半分を 切られているが 、 長 径2.6 0mの 楕円形 ピ ットである。 内部からは 縄文土器 片

が検出されて おり 、 縄文時代後期の ピ ットと 思 わ れる。

S D 1 40 （第1 0図 第9 • 1 0  · 1 1 図版）

第3トレ ン チM O · M P -85 • 86区 、 第4 ト レンチのM M · MN-64区より検出さ れた大溝跡

で 、 第3トレ ン チ東 側で 2.95m西 側で 2. 5m 、 第4トレ ンチ東 側で 2 .3m 、 西 側で 2.6 2mの上幅を

測る。 両トレ ン チの部 分とも溝跡は浅 く 第3トレ ン チで 30cm 、 第4トレ ン チで 25cm 、 下 輻は第3

トレ ン チ東 側で 2.6 5m 、 西 側で 2. 08m 、 第4トレ ンチ東 側で 1 . 7m 、 西 側で l . Smを 測る。

各溝とも 、 砂、 小 礫を 含んだ 枯土質士が 堆積 して おり帯水 していたものと考 えら れる。 第 3ト

レ ンチの確認面直上が 水田の 床上、 第4トレ ンチでは 客土が 堆積 して おり 、 現在の確認面の上は

か なり 削平を 受 けているものと考 えら れる。 方向はN -95. 5° - Eを取る。
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第 3 節 その他の遺構

S X 1 29 

（第16 図 第1·2図版）

K I  -KK- 76 · 77区より

検出さ れた 南北に 長 い長方形

の 追構である。 SI 6 0を 切り、

SB 1 26に 切ら れて いる。 S X

1 30とは約10cm 間 隔を お いて

並んで いるが 、 その 間はSB

126に 両方とも 切ら れて おり、

前後 関 係は 不明である。 西 壁

はN-1°- W 、東 壁はN-1. 5°

- Eを 指し、全体としては ほ

ぽ真北を取 って いるものであ

ろう。

現在確認さ れて いる 部分で

東 西3.6m -4 m 、 南北 7 . 8m

あるが 、 さ らに北に延ぴるも

のである。 この 遺 構は地山の

ロ ー ムを 20cm -35cmで、 壁は

ほぽ垂直に掘り 込み軟質の 黒

色 土を 埋め 込んだものであり 、

底面近 くには 黄色 ロ ー ム プ ロ

ッ クを 含む層が約10cmの 厚さ

で 見ら れる。 上 面の 南東コ ー

ナ ー近 くに 1 .5mX l . 2mの 焼

土を 含む部 分がある。 底面下

に 古 い ピットのある部 分があ

るが、 その上を やや硬質の黒

褐色土で 蓋をするように 埋めら

れ、その上に 埋土が 覆って いる。

戸°

゜ SX130 

戸
A △ -

la 層 焼 土 混 り 黒 色 土 粒子細 く やや粘性あ り 、 焼土粘 を 含む
lb 陪 黒 色 土 軟質、 粒子細 く やや粘性あ り 、 細砂粒 を 若千含む
2 層 ロ ー ム 混 り 黒色土 lb 附 に 多 く の ロ ー ム ブ ロ ッ ク を 含む
3 陪 黒 褐 色 土 やや硬質、 粘性あ り
4 層 暗 茶 褐 色 土 やや軟質、 ロ ー ム 粒 を 含む （古い ピ ッ ト ）

第1 2 図 SX129· 130 
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S X 1 30 （ 第16図 第 1 · 2 図版）

K H · K I - 75 · 76よ り検 出されたS Xl 29 と 同類の遺構であ り、 SB1 26 に 切られ ている 。 方

位は 東辺がN - 5 °-Wを取 り、 北辺 も西 がやや 南 に振れ ている。 大 きさは 東西 が北辺近くで 5 m、

南北が3.75mを測る が南は調査区外であ り 不明である。埋 め土はS Xl29 と 同 質の 軟 質の 黒色土

であ り 、 東半部の 一部 には 黄色 ロ ー ム ブ ロ ック 混 り土が露出し ている。

SI 60 （ 第1 3図 第7 図版）

S Bl 26 · 1 2 8、 S Xl29に 切られた 竪穴 住居で、 S Xl 29に 切ら れ東側 ％程度を残し、 深さは約

10 cmを測る 。 東壁はN- 3 °-Eを取 り 、 燻道は それ に 直交する。床面は 硬くし ま りほぽ平坦で、

東壁沿 に 20 - 25cm幅の 周溝 がある。床面からは土師器杯 2 点が出土し ている 。

w
|

80 

A
 

80
 
ー

w A' 

SX 
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第 1 3 図 SI60
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第 3 章 出 土 遺 物

第 1 節 瓦

今回の調査で 出土した 瓦は合 計37点で 、 今までの調査で 最も 少なくな っている。 瓦の内 訳は 軒

平瓦 1 点、 丸瓦 5 点、 平瓦31 点 とな っている。

軒平瓦はS B 56の ヌ キ穴より 出土しており （ 第14図） 、 ロク ロ 引 き 三重孤文軒平瓦で 、 重孤文軒

平瓦第1類である。

丸瓦は 表土より 4 点、 S B 56ヌ キより 1 点出土しており 、 表土中のう ち 2 点は 焼 け瓦である。

平瓦は 31 点のう ち 1類 2 点、 2類 5 点 、 3類 4 点、 5類 1 8点、 7類 2 点 あり 、 焼 け瓦は 2類 2

点、 3類 l 点、 5類 5 点である。遺構 に伴なうものはS B 126Aより 5類 、 S B 126Cより 2類 、

S B  127より 3類 と 5類 、 S B 138Cより 5類が 1 点づつ 出土している。 この平瓦2類のう ち 凸面

に布 目が 観察で きるものが 2 点 出土している （ 第15図）。

第 2 節 土 器

遺構 に伴なう土器で 実測可能なものはS I 60 出土の 丸底土師器杯 2 点 と 、S B 126A 出土の ロク

ロ土師器杯 1 点の みであ った。他は 判 別で きた破片の みを記す。

SI 60 （ 第1 6図 第1 3図版）

床面より土師器杯が 2 点 出土しており 、 1 は 非 ロク ロ 丸底で 深い形を呈しており 、 外面底部は

削り 、 口 緑は 横ナ デが 加えられ その間がかすか に盛り 上 っている。 底面には 削りの 前の 刷毛 目痕

が わ ずか に残 っている。内 面上位 に痕跡的段が 見られ 、 ミ ガキ と 黒色処理がなされている。 2は

底部で 中位 に段を有しており 、 外面底部は 削り 、 口 緑部は 横ナ デ、 内 面は ミ ガキ と 黒色処理がな

されてい る。 口 縁部は内湾気味に直立 している。

S B 1 26 （ 第1 6図 第1 3図版）

S B  126Aからは 「 白 」 の 墨書のある内 墨の ロク ロ土師器杯2b類 （ 第16図 3) の他 に1類 4 点、

2類 6 点、 5 b類 2 点、 須恵器杯 2類 1 点、 い わ ゆる須恵系土器ら し き 小片 4 点を出土している。

S B  126 Bからは ロク ロ土師 器の破片の みで 1類 1 点 、 2類 3 点、 鉢の破片 1 点が 出土してい

る。

- 1 9  -
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S B126 Cは遺物が少 なく 、 須恵器杯 2類 の小 片 1点のみ である。

SB 126 D からはロクロ 土 師 器 2類 5 点、 4b類 1点、 須 恵 器杯 2類 1点、 その他内外黒色 ・ ミ

ガ キ の破片 が1 点確認された。

S B  1 27 

遺物は極 めて少 なく 、 判別 できたのはロクロ土師器杯 1類 1点のみ であった。

S B  1 38 A 

実測不可能破片 のみ であるが、 2類 1 点、 4b類 3 点、 5a類 1点、 5b類 3 点、 内黒 のロクロ甕 1

点、 須 恵器杯5b類 1点、 いわ ゆ る須 恵系 土器片 3 点が確認された。

S B  1 38 B • C 

SB 13 8 B • Cと も遺物は少 なく Bはロクロ 土師器杯 2類 、 Cでは5b類 1点のみ である。

S B  1 39 B 

遺物数 は少 ないが、 ロクロ土師器杯 1類 2点、 le類 1 点、 2類 1 点、 須恵器4b類 l点が確認さ

れた。

第 4 章 考 察

第 1 節 遺 構

今年度 の調査 で、 主 なものと して遺 跡 北辺 を画す る大溝 、 院 の東辺 を画す る柵列 l 、 溝 3 、 掘

立 柱 建物6 基 が新 たに 検出された。

〔 北辺大溝〕

BM l より中心 でN 280m- 283 mに 検出された幅 2 m- 3 m、 深さ3 0cm- 5 0cmの大溝 である。

このS D 140は、 東・ 西・南 辺 を画す る大溝 に比べ著 しく 浅 く なっているが、 これは第2章 で述べ

た通 り後世 に 上部が削平 された結果 と 考えられる。 台 地 上 の東辺 を画す る溝 S D 36 がほぽ真 北に

向 く のに対 し、 S D 140は真 東より約5 . 5゜ 南 に傾 いている。 この大溝 は遺 跡 北方 の丘陵 の裾 をめぐ っ

ており、 その地 形に規制 されていた可 能性 が強 い。

ま た、 このS D 140は正倉院 の北辺 を区画す る大 水路（現在一段低 い水田 と なっ ている） らしい

- 22 -



部 分の北 岸から北に3 05m -3 08 mに位置 して おり、 遺跡北半部の ブ ロ ッ クは 南北3 05m -3 08m、

東西は西 丘陵に つ き 当る部 分を考 えると25 0m -2 70m 前 後の 範囲を有 して いたと推定される。 こ

の部 分が9 世紀段階では 正 倉 院とは 性格を 異にする 一つの大 きな ブ ロ ッ クであり、その 中に 1 本

柱列で区画された ブ ロ ッ クがある 。 S D 14 0はこの ブ ロ ックの北辺の溝であるが、さらに北方には

丘陵があり、S D 14 0付近で地形 的に 割絶されて いるので、遺跡 全体の北辺を区画する施設ともな

って いるものであろう 。

〔一本柱列及び溝跡 〕

第 1トレ ン チより検出されたS A l32とその東に 沿ったS D 133、西に 沿ったS D 134、 135であ

り 南北に走る 一本柱列とその東西に 並行 して走る溝跡で、 今までの調査 結果から 一組で区画施設

をなすものである 。 この 一本柱列は第 7 次調査時に検出 したS A 72の 南の延長上にあり、方位は
（註 I )

N-3 °- E、柱 間隔は 1 .6m - l .9mの 間で、1 .8mを中心と した バラ ッ キを 持って いる。 これらに

つ いてはS A 72と ほほ‘一致 して おり、 切り 合いも 3回 ～4回ありS A l32はS A 72の延長である

ことは確 実である 。 しか し、これをさらに 南に延長 した 場合、第9 次調査で検出 したS A 1 06より
（註 2 )

やや東でSB 1 04に着きあたる。 S A l06の方位はN-3 .5 °- EでS A 72、132と ほぼ同 じであるが

位置が ややずれて おり、S A l06を北に延長 した 場合S A l32の西側に検出されな ければならな い

が、それが検出されな いので、S A 72、 132、 1 06を 一連のものと考 えて おく 。 また、 両側の溝も

2回の 切合いがあり、SB 1 04 付近と 同 じ変遷を したと考 えられる。 しか し、 今回調査地区では

S B 1 04 付近に 比べ全体に溝幅は 狭く、内側の溝は 途中で 切れてS D 134 · 135になると いうように

かなり 作りも 雑にな って いる 。 また、この 一本柱列の 南東コ ー ナーから 南辺部でも 一本柱列の西

側・北側では溝がな く 、 全体に溝が回 って いるのは 一本柱列の外側の みであり、外 廻りの み 集中

的に 整備 した 様子がうかが われる 。

この溝を伴なう 一本柱列は東辺にSB 1 04、 73の 八脚 門と 四脚門を有する 南北 142m以上の 長大

な柵列と考 えることがで きる。 このような 門を伴なう大規模な柵列は、この地にも 胆沢城内 郭、徳
（註 3 )

丹城内郭、 鳥取県 倉吉市法華寺畑 遺跡などでも 見られ、地方 官衛の区画 敷設の 一つの タ イプであ
（註 4 )

るかも 知れな い 。

〔建物跡 〕

楊列の内側 （西側）からは 今回はSB 126 • 12 7 · 128 • 13 1 · 138 · 139の建物跡 が検出されて お

り 、 それらは 全て 堀立柱建物である。

S B 126 - 128 • S X l29 • 13 0 • S I  6 0の部 分に つ いて、 切合いから 遺 構の変遷はS I 6 0→S X 

129→SB 126、SI 6 0→SB 128 →S B 12 7 ？ →SB 126の 順序が考 えられる。

S I 6 0は 官衛成 立以前の竪 穴住居跡であり、 床面より 栗囲式の 新 し い時期と考 えられる土師器

杯が 2 点 出土 して いる 。 この時期が郡家の上限を示す可能性が 強 いものである 。
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S Xl29は 黒色土が埋 めこ まれた南北に長い長方形の 深さ20 cm前後の掘り 込みである 。 この 追

構は 壁が 垂直に掘られ 、 底面では 古い ピ ッ トの 上部を埋 め 、 上面を硬く し ている 以外には 手を加

えた痕跡や、 そこで 人間が 活動した痕跡は 見られない 。 この遺構は 新たな土を埋 めるた め に作ら

れたものら しいので 、 埋土は 軟弱ではあるが 、 上部が 削平された 建物の掘 込地業の跡 と考えられ

る 。

S B128は東西 3間 ( 8尺十9尺十8尺 ） 、 南北2間 ( 8尺 ） の 官面風建物でありS I 60を切り 、

SB 126 • 127に切られ ている 。 S Xl29もS I 60を切り 、 SB126に切られ ており 、 2 m 離れ てい

るのみであるがS Xl29の方 向 とSB128の 梁 行方 向 とが 一致し て おり 、 同 時 に存在したもの と考

えられる 。 このSB128を切 っ ているSB127の掘り方埋土より 9 世紀前半期の土師器杯が 出土し

ており 、 SB128、 S Xl29は 8 世紀のものである 可能性が 強い 。

S B127はSB126 と方位を異にし て 接 近し ており 同 時 存在は考え にくい 。 SB127の掘り方埋土

より 9 世紀前半期の土師器杯が 出土し ており 、SB126は 迫物から 9 ~ 10 世紀頃 と考えられるので 、

S B127はSB128 とSB126の 中間の 時期 と考えられる 。

SB 126は 4 回の 切合いのある東西 5間 ( 8尺十8尺十7尺十8尺十8尺 ） 、 南北2間 ( 9尺 ）

の 建物で 、 東 より 2間 と 3間の間 に間仕切りが入り 、 最後の 時期 (SB126A) には床束が 見られ

る 。 SB126は 第vm次調査で検 出されたSB90 と 比較する と 両方東西 5間 、南北2間で間仕切り 1
（註 5 )

個所を有する 点、 方位が 真北 とN -2 °- E となる 点な どはほぼ一致し ている 。 柱間隔がSB90の

10尺等間であるの に対しSB126は 一ま わり小さくなり 、 間 仕 切りの位 置が 異なり 、 床束を有する

点は 異な っ ているが 、類 似した形 態の 建物 と 言 え よ う 。 位 置的関係を見る とSB126の東妻がBM

No. l より W73. 8 m 、 西妻が W 85. l m 、 SB90が W76. l m 、 W 91 . l m とな っ ている 。 このSB126 と

S B90の東南の角柱を結ぶ線はN- 3 °-Eを取 っ ており 、SA l32の方位 と 一致し ている 。 そこで

東 辺の 楊列SA l32 とSB126、 SA l0 6 とSB90の東妻の 距 離を測る と 1 5.3m 、 13.1 m となる 。

しか しSA l 32、72の 延長線はSA l0 6 と方位はほぼ一致するが位 置が東 に約 2.-fi m ずれ ているので

S B90 とSA l32の 延長 線 との 距 離は 1 5.6 m となりSB126 とSA l32の 距離 とほぼ同 じ となる 。

したが っ てSB90 とSB126は とも に9 祉紀～ 10 世紀の 建物であり 、 柵列 と 同方 向の 線上に東妻が

並ぶ よ う に配置され ていた と考えられる 。 その間隔は南 側柱列間で約 41 .5 m とな っ ている 。

さら に、 その約 35. 5 m北にSB1 38があり 、この 建物は南北側柱列間が 5.3-5.4m (1 8尺 ） で 切

合いが 4 回あり 、 SB126 と 同 じ よ う な 建物であるかも しれない 。 とする と 、 南北のほぼ同一線上

に東西 5間 、 南北2間の 官衛風建物が 35 - 40 m間隔で 3 棟 並び、 その南 正面の 柵列 には 門が 開く

とい う パタ ー ンで 、 法華寺畑遺跡の 例 と類 似し ている 。 一方 、 法華寺畑遺跡の 場合 院の 中央の 部
（註 6 )

分でこの よ うな 配置を取 っ ているの に対し 、 本遺跡の 場合 院の東 辺部 と考えられる 部分 に見られ 、

大形の 建物の 中間 にSB56、 96、 99の よ う な小形の 建物が入 っ てくる 点が 異な っ ている 。 また 、
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柵列は 伴 な わ ないが、 官術風建物が妻をそろえ等間隔 に梁方 向 に並べる 例は 福岡県小 郡遺跡 にも
（註 7 )

見 られ、 これも 郡庁院の 周辺部か 、 他の 院の 一部 と考え られる 部分 にある 。 この よう にしてみる

と、 この よう な位 置 か官術の どの よう な性格の 部分であるかは 今後の類 例の 増加 に待た ねばな ら

ない 。 しかし 、 本遺跡 に 限ってい えば、 今回の調査まで に判 明したSB90、 126、 138を含む 地域

は南北142m以 上、 東西 40 m以 上の溝を伴 なう 柵列 に 区 画された 部分で、 東辺には 八脚 門 と 四脚門、

南 辺 には 四脚門を有する というか なり 大規模 な 区 画施設を有している 。 しかも、 今回 まで に調査

された 部分は 院の東 半部のみであり 、 さ ら に この 院が 西 に広がる とすれば、 遺跡全体か ら 見る と

正倉院 に次ぐ 大 き な部分を占 める 官街ブロ ック という こ と に なる 。 お そ らく、 この ブロ ックは ま

だ中 心部は検 出されてはい ないが 、 郡庁院 と なる 部分では ないか と 推 定され 、 今回の調査まで に

検 出 した 官衛風建物跡は その東 半部を形 成するもの と考え られる 。

第 2 節 出土遺物

今回の調査で 出土した遺物は 比較的少 なく、 瓦は 総数37点 と 極めて 少 なく 新た な所 見は ないの

で ふれ ない こ と とする 。

遺構 に伴 なう土器を見る と、 建物跡出 土のものでは、 SB126A 、 138A 出土の土師器杯は 2類 、

4b類 、 5b類が多くみ られ、 切 離しは回 転糸 切りである と考え られる 。 これ ら に、 い わ ゆる須恵系

土器の破片も 伴 ない 、 10 世紀又は それ以 降の 年代のものであろう 。

SB 139 Bの土師器杯は 少量であるが回 転糸 切り痕は 見 られ ず、 須恵器杯は 4b類が 見 られる 。

切 合いか らも 比 較 的 古い 時期であり 9 世紀前半頃 と考え られる 。 SB127の 土師器も 1 点のみで

あるが、 この 時期である 可能性がある 。

S I 60では床面か ら 土師器杯が 2 点 出土している 。 これ らは 非ロクロの 丸底 • 平底風丸底で、

1の 外面 に段は 見 られ ないが、 両 方 とも内 面の 段は痕跡的 と なっている 。 口 緑部は 横ナ デ、 底面

は 削りが 加え られており、 痕跡的段を有する 点を併せ考える と 栗囲式の 新しい 時期のもの と考え

られる 。 これは 郡家創建の 直前 に位 罹付 け られる 時期のものである 。

第3節 ま と め

本年度の調査に より 、 SA 72 とSA l0 6は 連続するものであり 、 この 柵列は南北142m以 上あり、

門を2 ヶ所 有するもので、 大規模 な 院の東 辺の 区 画施設 と なるものである 。 その 院の内 部 には 新

た にSB126-128、 138、 139が検 出され、 このう ちSB126、 138がSB90 と とも に 一 直線上に南

北に並び院の東 半部を形 成するものである 。 そして、 この 院は 正倉院に次ぐ 大規模なもので 、 郡
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庁 院跡 と考え られる。

さ らに 北方では 郡家の 北辺を 区画する 大溝 が検 出され 、 これは幅約 2. 5m~3 . 5mの東西に走る

大溝で 南辺よ り約460mに位置 して いるので 、 これ が郡家の規模 と考え られる。

さ らに 今回まで 10次の調査結果次のよ うなこ と が判明 したので 概略を 記 して お く。

(1 )  関 和久遺跡は 古代 白河 郡家跡で 、 その規模は東西約 270m、 南 北約460mの ほほ長方形を 呈

し 、 幅約 3 mの 大溝で 区画されて いる。

(2) 遺跡の中央 部には東西に走る 大水路 状のもの が入 り 南 北に 区画されて お り 、 その 南側は 正

倉 院 、 北は その 他の 院 とな っている。

(3 ) 正倉 院は 遺跡の 南半部に あ り 、 倉庫群は 数棟 づつ 一 直線上に配置されて いる。 そ して 、 こ

の 倉庫には 有礎、 掘 立、規模の 大小 、 地業の 有無な どによ り 各種形 態が考え られる。

(4 ) 正倉 院には 倉庫跡の 他に 官術風掘立 柱建物 が同時に配箇されて いた ら し い。

(5) 郡 庁 院 と考え られる部 分は 遺跡の 北半部に あ り 、 周囲を 一本 柱による柵列 ・ 溝によ り 区画

されて お り 、 その 区画施設 東辺に は複数の 門を 有 して いる。

(6 ) この 区画施設は 9 世紀前半 頃大改造 が行な われ 、 それ まで 一本柱列の みで あ ったものに 、

溝 ・ 門 が加え られた。

(7) この内部には 最初掘込地業を有する建物 が主 とな って いた が、 その 後規則 的に配置された

官術風掘立 柱建物に建替え られた。

(8 ) 本 遺跡の存続年代は 8 世紀初め 頃か ら 1 1世紀頃まで と考え られる。

註 1 福島県教育委員会「関 和久遺跡 VII」 19 79 年3 月

註 2 福島県教育委員会「関 和久遺跡 IX 」 198 1年3 月

註3 岩手県 水沢市教育委員会「胆沢城跡」 一昭和53 年度 発掘 調査概報ー 19 79 年3 月

註4 倉吉市教育委員会 「伯 者国分尼寺 ・ 官術発掘調査報告書」 19 74 年 3 月 、 19 75年3 月

註 5 福島県教育委員会 「関 和久遺跡 VIlI」 1980 年3 月

註6 註4 に 同 じ

註 7 福岡県教育委員会「福岡県 三井郡小郡遺跡 発掘調査概報」 19 7 1 年3 月
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